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　今回の国試は、「６年制新卒」の合
格率が前回の70.49％から微増の
72.65％となった一方で、「６年制既
卒」の合格率は低水準だった前回の
39.85％から53.12％に上昇。前回の
国試で合格点に「あと一歩」届かなか
った学生が数多く試験を受けたことも
あり、既卒の合格者数が前回の1003
人から2794人に増えた。
　厚労省は、合格率が低かった前回の
国試後に、調剤薬局やドラッグストア
などで薬剤師不足が指摘されたことを
念頭に、「結果として、需給に支障が
ないような数字になったのではない
か」とした。
　大学の設置主体別の合格者数は、国
立が521人（合格率75.07％）で、う

ち６年制新卒が398人（84.14％）、６
年制既卒が70人（69.31％）、その他
が53人（44.17％）だった。
　公立は233人（75.40％）で、うち
６年制新卒189人（82.89％）、６年制
既卒31人（60.78％）、その他が13人
（43.33％）。私立は8290人（62.27％）
で、６年制新卒5549人（71.65％）、
６年制既卒2693人（52.72％）、その
他48人（10.46％）だった。
　大学別で最も合格率が高かったのは、
広島大学の 86.79％。合格率が９割を
超えた大学はなかった。最も低かった
のは第一薬科大学の 23.47％だった。
　今回の国試で特筆すべき点は、全員
が正解扱いとなる補正対象問題が11
問あったこと。補正対象問題は、厚労
省が「問題としては適切であるが、今
回の受験者の正答率および識別指数等
を考慮し、全員を正解として採点する」
と判断した問題で、正答率が一定以下
になった場合などに、その問題は全員

正解とする。
　ただ、補正問題に該当するかどうか
の基準は公表されておらず、非公開の
医道審議会薬剤師分科会で関係者によ
って判断されている。
　前回の国試で全員正解となったのは
不適切問題１問のみで、補正対象問題
はなかったが、今回、正答が複数ある
などの不適切問題３問と合わせると計
14 問が全員正解扱いとなっており、
合格者数の増加につながった可能性も
ある。
　厚労省は、補正対象問題について、
４年制時にも11問ほど採択されたこ
とがあり、「決して数が飛び抜けてい
るわけではない」と否定しているが、
「ここ最近では多い方」ともしている。
　予備校の事前予測などでは、「補正
をかけなければ下がる」との見方が広
がっていたが、微増に転じたことから、
厚労省が一定の補正を行ったことも推
察される。
　今回の国試では、１万6546人の出
願に対して、実際に受験したのは１万
4316人。2230人が何らかの理由で受
験していない。
　厚労省は、今回の国試から大学別出
願者数を公表しており、出願者数と受
験者数の差が大きい大学と小さい大学
が把握できるようになった。
　合格率を高く見せるため、受かりそ
うもない学生を受験させないなどの対
応をとっている大学があることが指摘
されており、一定の歯止めをかけるた
めの措置と考えられている。

第100回薬剤師国家試験大学別合格者数
大学名 受験者 合格者 合格率

北海道 39 27 69.23
東北 37 22 59.46
千葉 47 32 68.09
東京 21 13 61.90
富山 74 58 78.38
金沢 45 39 86.67
京都 45 35 77.78
大阪 42 31 73.81
岡山 52 40 76.92
広島 53 46 86.79
徳島 61 50 81.97
九州 49 32 65.31
長崎 52 39 75.00
熊本 77 57 74.03
国立計 694 521 75.07
岐阜薬科 106 83 78.30
静岡県立 118 88 74.58
名古屋市立 85 62 72.94
公立計 309 233 75.40
北海道医療 199 131 65.83
北海道薬科 316 154 48.73
東北薬科 397 277 69.77
城西 426 225 52.82
東邦 299 249 83.28
北里 327 252 77.06
慶應義塾 182 142 78.02
昭和 283 193 68.20
昭和薬科 259 194 74.90
東京薬科 531 396 74.58
東京理科 127 95 74.80
日本 279 179 64.16
星薬科 323 230 71.21
明治薬科 363 311 85.67
帝京 440 270 61.36
新潟薬科 300 153 51.00
北陸 249 98 39.36
名城 277 233 84.12
京都薬科 425 337 79.29
大阪薬科 391 285 72.89
近畿 189 157 83.07
摂南 237 155 65.40
神戸学院 281 199 70.82
神戸薬科 338 235 69.53
武庫川女子 353 212 60.06
福山 171 117 68.42
徳島文理 404 181 44.80
第一薬科 294 69 23.47
福岡 262 210 80.15
就実 97 53 54.64
九州保健福祉 120 84 70.00
青森 82 32 39.02
日本薬科 312 118 37.82
城西国際 148 68 45.95
千葉科学 150 60 40.00
帝京平成 351 116 33.05
武蔵野 154 113 73.38
広島国際 232 129 55.60
奥羽 135 52 38.52
国際医療福祉 169 92 54.44
愛知学院 158 104 65.82
金城学院 171 93 54.39
同志社女子 168 122 72.62
崇城 125 92 73.60
高崎健康福祉 129 80 62.02
横浜薬科 303 136 44.88
大阪大谷 204 117 57.35
松山 130 62 47.69
長崎国際 114 72 63.16
岩手医科 190 104 54.74
いわき明星 70 49 70.00
姫路獨協 123 57 46.34
兵庫医療 221 130 58.82
安田女子 100 46 46.00
鈴鹿医療科学 112 73 65.18
立命館 122 97 79.51
私立計 13,312 8,290 62.27
その他 1 0 0.00
総計 14,316 9,044 63.17

　厚生労働省は３月27日に第100回薬剤師国家試験の結果を発表
した。受験者数１万4316人に対して合格者は9044人で、合格率は
63.17％だった。合格者数が前回の7312人から1732人増え、６年
制に移行してから最多となったほか、合格率も過去最低の60.84％
だった前回に比べ、2.33ポイント上昇した。今回の結果について
厚労省は、新卒者が前回並みの合格率を維持し、既卒者の合格者数
と合格率が増えたためと分析しているが、６年制になってからは第
97回国試で１問のみだった補正対象問題が11問もあり、不適切問
題３問と合わせると計14問が正解扱いになっている。厚労省が薬
剤師の需給に支障を来さないよう、補正を行った可能性もある。
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